
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の難民 
について調べる 

【SS-008】 

「Paste（ぱすて）」とは？ 

ぱっと分かって、すっと頭に入る、テーマ別調べ方ガイドです。みなさんの学習をサポ

ートする、総合図書館ティーチング・アシスタント（TA）による作成です。レポート作成

の際などにお役立てください 
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１－１． 「難民」とは？ 

世界には、さまざまな理由から自国で暮らすのが困難になり、他国に逃れる人たちが多くいる。国際社

会は、そのような人を難民と呼んで保護する仕組みを作っている。難民の権利について定めた難民条

約では、難民は、「人種、宗教、国籍もしくは特定の社会的集団の構成員であることまたは政治的意見

を理由に迫害を受けるおそれがあるという十分に理由のある恐怖を有するために、国籍国の外にいる

者であって、その国籍国の保護を受けることができない者」と定義されている。 

１－２． 学習するにあたってのポイント 

研究分野には、国際法学だけでなく、政治学、社会学、文化人類学、歴史学等さまざまある。さらに、難

民の発生国と受入れ国、また、難民キャンプ、１次庇護国、第３国定住等で「難民」の扱い方が異なって

くる。難民条約上の難民について学んだ上で、「難民」について柔軟に考えてみよう。その際、国際法、

国際人権法の基本的な知識があると良い。 

 

１－３． 一般向けに書かれた資料・読み物 

 緒方貞子 : 難民支援の現場から / 東野真取材・構成 

【書誌 ID=2004057380】外国図 2 階文庫新書 369.2/310 

 日本と出会った難民たち : 生き抜くチカラ、支えるチカラ / 根本かおる【NCID=BB12339085】  

 

 

 

２－１． 手元にあると便利な事典・ハンドブック 類 

 国際条約集 / 奥脇直也・小寺彰編 【書誌 ID=2002022301】 

総合図-A棟 2 階 シラバス指定図書(貸出可) 329.09/KOK/2014 （2002 年版以前は書庫に所蔵） 

どの条約集でもよいので、使いやすい条約集を 1つ手元に置いておこう。 

 よくわかる入管法 /山田鐐一, 黒木忠正著 

【書誌 ID= 2004292348】総合図-A棟 3/4 階 学習用図書 329.94/YAM 

『よくわかる入管法』は、2006年の第 1版、2010年の第 2版が出版されている。難民法について勉強

するならば、入管法の知識は必要。 

 

２－２． 最初に読むべき資料： 教科書・古典 

 現代国際法講義 / 杉原高嶺 [ほか] 著 

【書誌 ID=2004238087】総合図-A棟 3/4 階 学習用図書 329/SUG 

国際法の教科書。特に個人や外国人に関する分野を読んでおこう。 

 １．イントロダクション 

 ２．学習用資料 
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 国際人権法概論 / 畑博行, 水上千之編 

【書誌 ID=2003688921】総合図-A棟 3/4 階 学習用図書 329.21/HAT 

国際人権法の教科書。難民条約はもちろんその前提となる国際人権法の基本を押さえられる。また、

日本だけでなく、ドイツ、フランス、アメリカにおける外国人の人権についても書かれている。 

 難民の地位に関する法 / ジェームス・C・ハサウェイ著 ; 平野裕二, 鈴木雅子訳 

【書誌 ID= 2004085126】総合図-A棟 3/4 階 学習用図書 329.21/HAT 

難民条約を勉強するにあたって世界的に用いられている教科書。 

 The refugee in international law / Guy S. Goodwin-Gill 

【書誌 ID= 2003187660】総合図-書庫 329.21/GOO 

翻訳されていないが、ハサウェイの本と並ぶ教科書的存在。 

 国際難民法の理論とその国内的適用 / 本間浩著 

【書誌 ID=2004338136】総合図-A棟 2 階 TA選書 329.94/HON 

難民保護の基本的概念を押さえながら、ドイツやフランスなどの法制や運用を考察している。日本

における難民保護を考える上で重要な点を論じている。 

２－３． 最新情報が確認できる資料： 主要雑誌・年鑑・Web ページ 

 難民研究ジャーナル / 難民研究フォーラム編 = Refugee studies journal / [edited by] 

Refugee Studies Forum【書誌 ID= 3002119862】国際資 

日本初の難民専門の機関誌で、2011年から毎年 1回発刊されている。 

 移民政策研究 = Migration policy review / 移民政策学会編 

【書誌 ID= 2004108675】総合図-A棟 3/4 階 学習用図書 334.4/IMI/1 

難民だけでなく、入管や外国人受入れに関する論文など多数。 

 Journal of refugee studies 【電子ジャーナル ISSN= 09516328】 

難民研究において最も権威あるジャーナル 

 The Rights in Exile Programme (IRRI)（http://www.refugeelegalaidinformation.org/rights- 

exile-newsletter） 

Barbara Harrell-Bond博士が設立したイギリスにある NGO。世界各地の難民に関する最新情報が集

められた News Letter や難民に関する教材が集められている Trainingは必見。 

２－４． その他専門書・学術論文等で注目すべきもの 

 難民・強制移動研究のフロンティア / 墓田桂 [ほか] 編著 

【書誌 ID=2004338138】総合図-A棟 2 階 TA選書 369.38/HAK  

難民研究の最先端にいる研究者、実務家によって書かれた本。現在議論となっているトピックを知る

のに便利。 

２－５． 有用なナビゲートツール： ブックガイド・リンク集 

 難民研究フォーラム（http://www.refugeestudies.jp/resources/） 

更新回数は多くないが、難民に関する文献、海外の研究センターのリンクがある。 

 認定 NPO 法人難民支援協会（http://www.refugee.or.jp/library/） 

日本の難民支援団体へのリンク、日本の難民に関する調査報告などが載せてある。 

http://www.refugeelegalaidinformation.org/rights-
http://www.refugeestudies.jp/resources/
http://www.refugee.or.jp/library/
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３－１． 有用な検索キーワード 

 主要キーワード：難民条約、難民（refugee）、庇護申請者（asylum seeker）、国内避難民（internally 

displaced persons）、強制移動（forced migration）、無国籍者（stateless person） 

 関連キーワード：UNHCR、IOM、自主帰還、第１次庇護国、第３国定住、社会統合 

 補助キーワード：補完的保護、出入国管理、収容 

 ３－２． 二次資料類： 検索サイト・書誌索引 

 refworld（http://www.refworld.org/） 

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）が作成する情報サイト。関連する条約や出身国情報、判例等

幅広い情報が集められている。 

 

３－３． 一次資料類： 史料集・全集・統計集・ファクトデータ集 

 UNHCR Statistics & Operational Data（http://www.unhcr.org/pages/49c3646c4d6.html）  

毎年発行される Global Trends や難民に関するデータベースがある。 

 法務省出入国管理統計（http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_nyukan.html） 

日本に来る外国人の出入国数、難民申請数や認定数が分かる。 

 

３－４． レポート・論文の書き方、学び方、引用・参考文献の書き方 

 リーガル・リサーチ / いしかわまりこ, 藤井康子, 村井のり子著 

【書誌 ID=2004236215】 

 法律を調べるにあたって必要な情報を網羅している。情報の探し方が分からない場合は読むことをお

勧めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．レポート・論文執筆用資料 

図書名・雑誌名の後ろに「書誌 ID」（１０桁の数字）の記載が

あるものは大阪大学で所蔵しています。この１０桁の数字で

大阪大学 OPAC（蔵書検索システム）が検索できます。 

本文中で紹介している図書・雑誌について 

http://www.unhcr.org/pages/49c3646c4d6.html

